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研究成果の概要（和文）：高分解能測定した L4線を用いた、新しい化学状態分析法を開発した。

L4 線は非常に弱いが（だからこれまで利用されなかった）、我々が開発した「孔雀型分光器」

によって、EuやCeの高精度なL4スペクトルを、1 eV以下の高分解能で得ることに成功した。

観測した L4スペクトルは、それぞれ Eu の価数の違いと Ce 周りの配位環境の違いに応じて、

化合物ごとに大きな違いを示した。こうした性質を使い、L4 の部分蛍光収量測定を通じて、

EuL4が「価数を選別した X 線吸収測定」に応用できることを証明した。また CeL4が Ce 材

料における電荷移動の研究に利用できることも示した。 
 
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： We have developed novel analytical methods for the 
characterization of chemical states of Eu and Ce materials using highly resolved L4 
emissions.  Whereas the L4 emissions are very weak and hitherto neglected, we 
accurately obtained high-resolution (< 1 eV) Eu / Ce L4 emission spectra by the use of a 
multicrystal, multidetector spectrometer.  The Eu / Ce spectra exhibited substantial 
differences depending on the valence state of Eu ions / on the chemical environments of the 
Ce ions.  The applicability of the EuL4 to valence-selective XAFS spectroscopy was 
demonstrated through partial fluorescence yield (PFY) measurements.  Possible 
applications of the CeL4 to the studies of charge transfers in Ce materials were suggested. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)背景－ランタノイドの価数選別 XAFS の
必要性－ ランタノイドは通常 3 価であり、
2 価あるいは 4 価という異常な酸化数は、4f
電子が空になる場合(Ce4+)と半分充満した場

合(Eu2+)のみ、安定である。複数の価数をと
りうるランタノイド（実用上はほぼCeとEu）
は、まさにその性質ゆえに、機能性材料のキ
ーエレメントとして注目されている。実際、
Eu 酸化物は優れた赤色蛍光体として有名で
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